
世界最高水準のバリア性能を持つ「ＧＬ　ＢＡＲＲＩＥＲ」

　

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

グ

ル

ー

プ

で

は

「

環

境

」

を

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

経

営

の

重

点

課

題

の

一

つ

と

位

置

付

け

て

い

る

。

将

来

に

わ

た

り

、

あ

ら

ゆ

る

生

命

が

存

続

で

き

る

持

続

可

能

な

社

会

の

実

現

を

目

指

し

た

「

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

グ

ル

ー

プ

地

球

環

境

宣

言

」

（

１

９

９

２

年

策

定

・

２

０

２

３

年

改

定

）

を

表

明

し

、

積

極

的

に

地

球

環

境

保

全

へ

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

ま

た

、

そ

の

取

り

組

み

を

加

速

さ

せ

る

た

め

に

「

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

グ

ル

ー

プ

環

境

ビ

ジ

ョ

ン

２

０

５

０

」

を

策

定

。

国

際

社

会

の

一

員

と

し

て

未

来

を

見

据

え

、

地

球

環

境

の

保

全

に

配

慮

し

た

企

業

活

動

を

通

じ

、

「

脱

炭

素

社

会

」

「

生

物

多

様

性

の

保

全

」

「

資

源

循

環

型

社

会

」

お

よ

び

「

水

の

最

適

利

用

」

に

貢

献

し

、

「

ふ

れ

あ

い

豊

か

で

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

な

く

ら

し

」

の

実

現

を

目

指

し

て

い

る

。

　

中

で

も

、

本

論

の

テ

ー

マ

で

あ

る

「

資

源

循

環

型

社

会

」

へ

の

貢

献

で

は

、

廃

棄

物

の

ゼ

ロ

エ

ミ

ッ

シ

ョ

ン

を

見

据

え

、

廃

棄

物

最

終

埋

立

量

や

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

ク

ル

率

の

定

量

目

標

を

設

定

す

る

こ

と

に

よ

り

、

全

社

活

動

と

し

て

取

り

組

み

を

推

進

し

て

い

る

。

　

更

に

、

中

期

経

営

計

画

の

キ

ー

コ

ン

セ

プ

ト

を

「

Ｄ

Ｘ

（

Ｄ

ｉ

ｇ

ｉ

ｔ

ａ

ｌ

Ｔ

ｒ

ａ

ｎ

ｓ

ｆ

ｏ

ｒ

ｍ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

）

」

と

「

Ｓ

Ｘ

（

Ｓ

ｕ

ｓ

ｔ

ａ

ｉ

ｎ

ａ

ｂ

ｌ

ｅ

Ｔ

ｒ

ａ

ｎ

ｓ

ｆ

ｏ

ｒ

ｍ

ａ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

）

」

と

し

て

、

多

岐

に

わ

た

る

事

業

で

様

々

な

取

り

組

み

を

行

っ

て

い

る

中

か

ら

、

循

環

経

済

に

関

連

す

る

具

体

例

を

紹

介

す

る

。

■

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

確

立

へ

の

貢

献

　

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

グ

ル

ー

プ

で

は

、

主

力

事

業

の

一

つ

で

あ

る

パ

ッ

ケ

ー

ジ

関

連

事

業

を

起

点

に

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

資

源

循

環

の

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

に

対

し

て

幅

広

い

サ

ー

ビ

ス

を

展

開

し

て

い

る

。

　

開

発

・

設

計

・

製

造

・

販

売

に

お

け

る

場

面

で

は

、

リ

サ

イ

ク

ル

フ

ィ

ル

ム

な

ど

リ

サ

イ

ク

ル

素

材

の

開

発

や

紙

化

の

推

進

、

更

に

は

従

来

複

合

素

材

が

主

の

軟

包

装

に

お

い

て

、

リ

サ

イ

ク

ル

可

能

な

包

材

を

目

指

し

て

単

一

素

材

化

の

製

品

開

発

を

進

め

て

い

る

。

　

使

用

・

分

別

・

回

収

・

再

生

原

料

化

に

お

け

る

場

面

で

は

、

リ

サ

イ

ク

ル

に

関

す

る

消

費

者

認

知

向

上

施

策

の

促

進

や

使

用

済

み

包

材

の

リ

サ

イ

ク

ル

回

収

ス

キ

ー

ム

の

構

築

、

そ

し

て

各

種

リ

サ

イ

ク

ル

技

術

の

開

発

を

強

化

し

て

い

る

。

　

Ｃ

Ｏ

�

排

出

量

の

見

え

る

化

に

も

�

年

以

上

前

か

ら

取

り

組

み

、

原

料

の

製

造

・

調

達

・

リ

サ

イ

ク

ル

・

廃

棄

な

ど

パ

ッ

ケ

ー

ジ

の

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

全

体

を

通

じ

た

Ｃ

Ｏ

�

排

出

量

の

定

量

評

価

を

行

い

、

そ

れ

に

基

づ

い

た

最

適

な

包

装

設

計

を

進

め

て

い

る

。

２

０

２

３

年

に

は

、

Ｃ

Ｏ

�

排

出

量

算

定

シ

ス

テ

ム

の

第

三

者

認

証

を

パ

ッ

ケ

ー

ジ

だ

け

で

な

く

、

建

装

材

・

出

版

商

業

印

刷

物

も

含

め

て

取

得

し

た

。

さ

ら

に

、

パ

ッ

ケ

ー

ジ

の

Ｃ

Ｏ

�

排

出

量

を

誰

で

も

算

出

で

き

る

ク

ラ

ウ

ド

型

シ

ス

テ

ム

「

Ｓ

ｍ

ａ

ｒ

ｔ

Ｌ

Ｃ

Ａ

―

Ｃ

Ｏ

�

」

の

販

売

を

開

始

し

た

。

　

ま

た

、

パ

ッ

ケ

ー

ジ

起

点

の

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ブ

ラ

ン

ド

と

し

て

「

Ｓ

Ｍ

Ａ

Ｒ

Ｔ

Ｓ

　

」

を

立

ち

上

げ

た

。

モ

ノ

（

製

品

）

と

コ

ト

（

サ

ー

ビ

ス

）

の

両

面

を

扱

え

る

こ

と

を

強

み

と

す

る

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

は

、

パ

ッ

ケ

ー

ジ

で

培

っ

た

技

術

・

ノ

ウ

ハ

ウ

に

、

Ｄ

Ｘ

、

Ｓ

Ｘ

な

ど

の

リ

ソ

ー

ス

を

掛

け

合

わ

せ

、

バ

リ

ュ

ー

チ

ェ

ー

ン

に

沿

っ

て

川

上

か

ら

川

下

ま

で

最

適

な

選

択

肢

の

提

供

を

行

っ

て

い

る

。

■

資

源

の

最

大

限

有

効

活

用

へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

　

資

源

循

環

に

お

い

て

は

「

限

ら

れ

た

資

源

を

最

大

限

有

効

活

用

す

る

こ

と

」

す

な

わ

ち

「

利

用

の

延

伸

」

も

重

要

な

焦

点

と

考

え

る

。

　

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

グ

ル

ー

プ

で

は

、

長

年

、

食

品

フ

ー

ド

ロ

ス

に

着

目

し

、

包

材

技

術

面

か

ら

食

品

の

賞

味

／

消

費

期

限

延

長

に

取

り

組

ん

で

き

た

。

　

具

体

的

に

は

、

「

Ｇ

Ｌ

　

Ｂ

Ａ

Ｒ

Ｒ

Ｉ

Ｅ

Ｒ

」

と

い

う

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

が

開

発

し

た

世

界

最

高

水

準

の

バ

リ

ア

（

吸

湿

・

乾

燥

・

腐

敗

な

ど

か

ら

内

容

物

を

保

護

）

性

能

を

持

つ

透

明

蒸

着

バ

リ

ア

フ

ィ

ル

ム

の

展

開

で

あ

る

。

　

環

境

負

荷

の

高

い

金

属

（

ア

ル

ミ

）

を

使

わ

ず

に

高

い

バ

リ

ア

性

能

を

実

現

す

る

こ

と

か

ら

Ｃ

Ｏ

�

削

減

に

寄

与

し

て

い

る

。

豊

富

な

ラ

イ

ン

ナ

ッ

プ

の

中

に

は

単

一

素

材

化

を

実

現

す

る

グ

レ

ー

ド

も

あ

り

、

リ

サ

イ

ク

ル

適

性

向

上

に

も

貢

献

。

世

界

的

に

販

売

し

て

い

る

製

品

で

あ

る

。

さ

ら

に

調

理

時

に

は

、

金

属

不

使

用

の

た

め

電

子

レ

ン

ジ

で

加

熱

で

き

、

湯

煎

調

理

に

比

べ

て

Ｃ

Ｏ

�

を

削

減

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

る

。

■

資

源

循

環

の

社

会

実

装

に

む

け

て

　

当

グ

ル

ー

プ

は

昨

年

�

月

に

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

体

制

に

移

行

し

、

新

生

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

グ

ル

ー

プ

と

し

て

ス

タ

ー

ト

、

グ

ル

ー

プ

理

念

「

Ｔ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ａ

Ｎ

’

ｓ

Ｐ

ｕ

ｒ

ｐ

ｏ

ｓ

ｅ

＆

Ｖ

ａ

ｌ

ｕ

ｅ

ｓ

」

を

制

定

し

た

。

そ

こ

に

は

、

実

現

す

べ

き

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

な

社

会

で

、

我

々

が

永

続

的

に

果

た

す

役

割

を

示

し

て

い

る

。

事

業

活

動

を

通

じ

て

社

会

に

文

化

の

息

吹

を

吹

き

込

み

、

物

質

的

な

豊

か

さ

に

加

え

て

心

の

豊

か

さ

を

提

供

し

て

い

く

。

　

こ

う

し

た

考

え

方

の

も

と

、

政

府

や

自

治

体

、

そ

し

て

異

業

種

や

同

業

他

社

の

皆

さ

ま

と

連

携

し

て

、

共

に

資

源

循

環

の

社

会

実

装

を

リ

ー

ド

し

て

い

き

た

い

。


